
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『まちづくり基本条例』ってどんな条例？ 

まちづくり基本条例とは、北見市のまちづくりを進めていく上で基本となる考え方（基

本理念）や「誰がどのような役割を担い」「どのような方法で決めて実践していくのか」な

どといった仕組みやルールを定めるものです。 

自治体の最高規範として位置づけられるため「自治体の憲法」とも言われています。 

なぜ、『まちづくり基本条例』が必要なの？ 

地方分権が進む中、地方自治体は、自らの意思と責任によるまちづくりが求められてお

り、主体的に魅力あるまちづくりを進める必要があります。 

また、北見市が一体感をもって発展していくためには、市民、議会、市長等がそれぞれ

の役割や責務を果たすことが大切です。 

そのための基本理念や基本原則、みんなの共通したルールを整備することが必要になり

ました。それが「まちづくり基本条例」です。 

北見市まちづくり基本条例 

 新しいまちづくりのルールができました  
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 基 本 理 念 

 基本理念は、まちづくりを進める上での基本となる考え方です。各条文はこの基本理念に

沿って規定しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第４条 

・まちづくりの主体は、市民である。 

・市民は、個人の尊厳と自由が等しく尊重され、自由な意思と責任を持ち、相互に支

えあい、自立して暮らせる社会を自らつくるため、共に考え、共に取り組むものと

する。 

・議会及び市長等は、その権限と責任において公正かつ誠実に市政を進め、自治体と

しての自立を確保するものとする。

◆ 市民が主役 

まちづくりの担い手は市民、議会、市長等の３者に分けられますが、一人ひとりの

市民が主役となってまちづくりに取り組むことで、より良い地域社会が実現されま

す。 

 

言葉の意味 

・まちづくり 
まちづくりには、市民の自主的な活動、市民と行政が連携した活動、公共事業などの

活動があります。この条例では、市民が暮らしやすいより良い地域社会をつくるための

公益的な事業や活動の総体をいいます。 

また、まちづくりのうち、議会や市長等が担う部分を「市政」と定義して表していま

す。 

・市 民 
北見市に住んでいる人のほか、北見市内に通勤・通学している人、北見市内で事業活

動をしている個人や団体も含めます。 

これらの人や団体は、北見市のまちづくりを進める上での大切なパートナーと考えて

います。 

・市長等 
市の執行機関のことで、市長部局のほか、教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、

監査委員、農業委員会、固定資産評価審査委員会の総体を指しています。 

  ２ 
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 基 本 原 則 

 基本原則は、基本理念を受けてまちづくりを進めるための基本となるきまりで、北見市で

は４つの基本原則を定めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第５条 

・まちづくりは、市民参加のもとで行われるものとする。 

・市民、議会及び市長等は、相互理解と信頼関係に基づき、それぞれの役割や責務を

認識し、協働でまちづくりに取り組むものとする。 

・市民、議会及び市長等は、まちづくりに関する情報を共有するものとする。 

・市民、議会及び市長等は、自治区の特性と自主性を尊重するとともに、北見市全体

の均衡ある発展に共に取り組むものとする。

◆ 市民参加 

まちづくりの主役である市民が積極的にかかわることによって、暮らしやすい地域

社会がつくられていきます。 

◆ 自治区の連携 

４つの市町が合併した北見市は、広大な面積を有するまちになりましたが、住民に

とってはこれまでと同様、身近な課題はできるだけ身近なところで解決できる仕組み

として独自の自治区制度を設けました。 

まちづくりを進めるにあたっては、それぞれの特性や自主性を尊重しながら、各自

治区が一体感を持って北見市の発展に取り組んでいくことが求められます。 

◆ 情報共有 

市民、議会及び市長等は、より良いまちづくりを進めるための判断材料として、よ

り多くの情報収集に努めますが、それぞれが得たまちづくりに関する情報を共有する

ことが不可欠です。 

◆ 協働 

魅力あるまちづくりを実現するには、その担い手である市民、議会、市長等はそれ

ぞれの役割や責務を認識しながら、市民同士、自治区同士、市民と議会と市長等が、

共に手を携え、共に汗し、共に行動していくことが大切です。 

 

補完性の原理 

市民主体による魅力あるまちづくりを進めるためには「補完性の原理」が上手く働くこと

も大切な要素です。 

補完性の原理とは、個人ができることは個人が行い（自助）、個人でできないことは家族や

仲間、家族や仲間でできないことは地域社会が協力して行い（共助）、地域社会でもできない

ことは市が、そして道や国が行う（公助）というように、小さな単位でできない部分を大き

な単位が補うというシステムです。 

  ３ 
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 条例の構成 

 基本理念や基本原則に基づき、市民や議会、市長等の果たすべき役割や責務、まちづくり

を円滑に進めるために必要な各種制度などを規定しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まちづくりの担い手 

第３章 市民 
第６条 市民の権利 
第７条 市民の責務 
第８条 子どもの権利等 
第９条 事業者の責務 

第４章 議会
第 10 条 議会の役割及び責務 
第 11 条 議員の役割及び責務 

第５章 市長等 
第１節 市長等の役割及び責務 
第 12 条 市長の役割及び責務 
第 13 条 市長以外の執行機関の

役割及び責務 
第 14 条 職員の役割及び責務 

公正な市政運営 

第５章 市長等
第２節 市政の運営 
第 15 条 総合計画 
第 16 条 財政運営 
第 17 条 行政評価 
第 18 条 組織運営等 
第 19 条 出資団体等 

第３節 公正と信頼の確保 
第 20 条 法令の遵守等 
第 21 条 行政手続 
第 22 条 公益通報 
第 23 条 要望、意見等への対応
第 24 条 権利の擁護 

基本原則の具体的なルール 

第６章 市政への市民参加 
第 25 条 市民参加の推進 
第 26 条 委員の公募等 
第 27 条 意見の公募 
第 28 条 住民投票 

第７章 協働のまちづくり 
第 2９条 市民活動の推進 
第 30 条 協働の推進 

第８章 情報の共有 
第 31 条 情報の公開及び提供 
第 32 条 説明責任 
第 33 条 個人情報の保護 

第９章 自治区 
第 34 条 自治区の設置 
第 35 条 自治区の連携 

生きた条例にするために 

国等との関係 

第１２章 条例の改正等
第 39 条 条例の実効性の確保 
第 40 条 条例の見直し 

危機管理 

第１０章 危機管理 
第 36 条 災害等への対応 

第１１章 国、北海道及び他の自治体との
関係等 

第 37 条 国、北海道その他の自治体との 
連携等 

第 38 条 国際交流等 

条例の趣旨、まちづくりの考え方 

第１章 総則 

第１条 目的 

第２条 用語の定義 

第３条 条例の位置付け 

第２章 まちづくりの基本理念及び基本原則 

第４条 基本理念 

第５条 基本原則 

  ４ 
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北見市まちづくり基本条例 
 

 

私たちのまち北見市は、澄みきった青空のもと、北海道の屋根・大雪連峰とオホーツク海にい

だかれた実りの大地に産業や文化を育んできました。 

私たちは、先人が歩んできた苦難の歴史や伝統から多くを学び、新しい時代に対応する北見市

を目指します。それぞれの地域の特色を生かしつつ一体となって、困難も喜びも共に乗り越え共

に享受していきます。 

豊かな自然と共生し、互いに思いやりをもち、誰もが安全で安心して暮らせるまちづくりを進

めるために、一人ひとりの声が生かされる市民自治を育てなくてはなりません。 

私たちは、全ての市民が主体であることを基本に、共に手を携えて力を出し合う協働のまちづ

くりを進め、オホーツク圏域の中核都市を目指します。 

私たちは、自らによるまちづくりのための最高規範として、ここに北見市まちづくり基本条例

を制定します。 

第 1 章 総則 
（目的） 

第 1 条 この条例は、北見市におけるまちづくり

の基本理念及び基本原則を示し、市民の権利及

び責務並びに議会及び市長等の役割及び責務を

明らかにするとともに、まちづくりの基本的な

事項を定めることにより、自立したより良い地

域社会を築くことを目的とする。 

（用語の定義） 

第 2 条 この条例において、次の各号に掲げる用

語の意義は、当該各号に定めるところによる。

(1) 市民 市内に住所を有する者、市内で働き、

又は学ぶ者及び市内で事業活動その他の活動

を行う者又は団体をいう。 

(2) 市長等 市長、教育委員会、選挙管理委員

会、公平委員会、監査委員、農業委員会及び

固定資産評価審査委員会をいう。 

(3) まちづくり 安全で安心な暮らしやすい地

域社会をつくり、市民の快適な生活環境を確

保するための活動の総体をいう。 

(4) 市政 まちづくりのうち、市民の信託を受

けた議会及び市長等が担うものをいう。 

（条例の位置付け） 

第 3 条 この条例は、本市のまちづくりの基本的

な事項を定める最高規範であり、市民、議会及

び市長等はこの条例の趣旨を尊重するものとす

る。 

2 議会及び市長等は、条例、規則等の制定改廃及

び重要な計画の策定又は変更に当たっては、こ

の条例に定める事項との整合性を図るものとす

る。 

 

第 2 章 まちづくりの基本理念及び

基本原則 
（基本理念） 

第 4 条 まちづくりの主体は、市民である。 

2 市民は、個人の尊厳と自由が等しく尊重され、

自由な意思と責任を持ち、相互に支えあい、自

立して暮らせる社会を自らつくるため、共に考

え、共に取り組むものとする。 

 3 議会及び市長等は、その権限と責任において公

正かつ誠実に市政を進め、自治体としての自立

を確保するものとする。 

（基本原則） 

第 5 条 まちづくりは、市民参加のもとで行われ

るものとする。 

2 市民、議会及び市長等は、相互理解と信頼関係

に基づき、それぞれの役割や責務を認識し、協

働でまちづくりに取り組むものとする。 

3 市民、議会及び市長等は、まちづくりに関する

情報を共有するものとする。 

4 市民、議会及び市長等は、自治区の特性と自主

性を尊重するとともに、北見市全体の均衡ある

発展に共に取り組むものとする。 

 

第 3 章 市民 
（市民の権利） 

第 6 条 市民は、安全で安心な生活を営む権利を

有する。 

2 市民は、まちづくりに関する情報を知る権利を

有する。 

3 市民は、自らの意思で活動する権利のほか、ま

ちづくりに参加する権利を有する。 

4 市民は、前 3 項の権利を行使し、又は行使しな

いことを理由に不利益な取扱いを受けないもの

とする。 

（市民の責務） 

第 7 条 市民は、互いに平等であることを認識し、

尊重し合い、積極的にまちづくりに参加するよ

う努めるものとする。 

2 市民は、まちづくりに参加するに当たっては、

自らの発言と行動に責任を持つものとする。 

（子どもの権利等） 

第 8 条 子どもは、より良い環境の中で健やかに

育つ権利を有する。 

2 子どもは、地域社会の一員として、まちづくり

に参加する権利を有する。 

3 市民、議会及び市長等は、子どもの権利が保障

されるよう必要な支援を行うものとする。 

 

 

北見市まちづくり基本条例 
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（事業者の責務） 

第 9 条 事業者は、地域社会を構成する一員とし

ての社会的責任を認識し、まちづくりの推進に

寄与するよう努めるものとする。 

 

第４章 議会 
（議会の役割及び責務） 

第 10 条 議会は、市政の重要な意思決定を行う

とともに、市長等による事務の執行を監視及び

けん制し、市民の意思を政策形成に反映させる

ものとする。 

2 議会は、開かれた議会運営に努めるものとす

る。 

3 議会は、政策形成機能の充実を図るため、積極

的に調査、研究を行うとともに、広く専門家等

の知見を生かすよう努めるものとする。 

（議員の役割及び責務） 

第 11 条 議員は、議会が前条の役割及び責務を

果たすよう公正かつ誠実に職務を遂行するとと

もに、市民の多様な意見及び要望の把握に努め

るものとする。 

2 議員は、議会の活動に関する情報等について市

民に説明するよう努めるものとする。 

 

第 5 章 市長等 
第 1 節 市長等の役割及び責務 

（市長の役割及び責務） 

第 12 条 市長は、この条例の基本理念及び基本

原則を尊重し、公正かつ誠実に市政を運営する

ものとする。 

2 市長は、市民の信託を受けた執行機関の代表者

として、市民の意思を把握し、課題に適切に対

応するものとする。 

（市長以外の執行機関の役割及び責務） 

第 13 条 市長以外の執行機関は、その職務の権

限と責任において、所管する事務を公正かつ誠

実に執行するものとする。 

（職員の役割及び責務） 

第 14 条 職員は、市民の視点に立ち、公正かつ

誠実に職務を遂行するものとする。 

2 職員は、職務の遂行に必要な知識、政策立案能

力、法務能力等の向上に努めるものとする。 

第 2 節 市政の運営 

（総合計画） 

第 15 条 市長は、総合的かつ計画的な市政運営

を図るため総合計画を定め、具体的な事業を明

らかにする実施計画を策定し、公表するものと

する。 

2 市長は、前項の総合計画を策定するに当たって

は、市民参加の機会を充実させるものとする。

3 市長等は、総合計画の進行管理を適正に行い、

その状況を公表するものとする。 

4 総合計画は、必要に応じ見直すものとする。 

（財政運営） 

第 16 条 市長は、総合計画に掲げる将来像の実

現に向けて、必要な財源を確保し、健全な財政

運営を行うものとする。 

 2 市長は、財政運営の透明性を確保するため、市

民に分かりやすい資料を作成し、公表するもの

とする。 

3 市長等は、その保有する財産を適正に管理し、

効率的かつ効果的な運用を行うものとする。 

（行政評価） 

第 17 条 市長等は、効率的かつ効果的な行政運

営を図るため、行政評価を実施し、その結果を

施策等に反映させるとともに、市民に分かりや

すく公表するものとする。 

2 市長等は、市民、専門家等による外部評価の仕

組みを整備するよう努めるものとする。 

（組織運営等） 

第 18 条 市長等は、簡素かつ機能的で、市民に

分かりやすい組織を編成するものとする。 

2 市長等は、市政の課題に迅速かつ的確に対応で

きる職員を育成するものとする。 

（出資団体等） 

第 19 条 市長等は、次に掲げる団体に対し、出

資等の目的が達成されるよう定期的に検証し、

必要に応じ助言、指導等を行うものとする。 

(1) 出資している法人その他の団体 

(2) 運営のための補助その他の支援をしている

法人その他の団体 

(3) 公の施設の管理を委ねている法人その他の

団体 

(4) 職員を派遣している法人その他の団体 

第 3 節 公正と信頼の確保 

（法令の遵守等） 

第 20 条 市長等は、法令等を誠実に遵守し、職

務に係る倫理を保持するものとする。 

（行政手続） 

第 21 条 市長等は、条例、規則等に基づく処分、

行政指導及び届出に関する手続に関し、共通す

る事項を明らかにするものとする。 

（公益通報） 

第 22 条 市長等は、公正な職務執行を妨げ、市

政に対する市民の信頼を損なう行為について、

職員等からの通報を受ける体制を整備するとと

もに、通報者が通報により不利益を受けないよ

う必要な措置を講じるものとする。 

（要望、意見等への対応） 

第 23 条 市長等は、市政に対する市民からの要

望、意見等について、速やかにその内容を把握

し、誠実に対応するものとする。 

（権利の擁護） 

第 24 条 市長は、市民の権利利益を擁護するた

め、市政に対する市民からの苦情等を公正かつ

中立的な立場で迅速に処理する体制を整備する

ものとする。 

 

第 6 章 市政への市民参加 
（市民参加の推進） 

第 25 条 議会及び市長等は、市民が市政に参加

する機会が保障されるよう、多様な制度の整備

に努めるものとする。 
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2 市長等は、参加した市民からの意見、提案等を

適切に市政に反映するよう努めるものとする。

（委員の公募等） 

第 26 条 市長等は、審議会等を設置するときは、

その設置目的に応じ、原則として委員を公募し、

その結果を公開するものとする。 

2 市長等は、審議会等の会議及び会議録を原則と

して公開しなければならない。 

（意見の公募） 

第 27 条 市長等は、市政に関する事項について

必要があると認めるときは、事前に情報を市民

に分かりやすく公表し、意見を求めるものとす

る。 

2 市長等は、前項の手続により提出された意見を

考慮し意思決定を行うとともに、提出された意

見に対する考え方を公表するものとする。 

（住民投票） 

第 28 条 市長は、市政に関する重要な事項につ

いて、住民の意思を直接確認するための住民投

票制度を整備するものとする。 

2 議会及び市長等は、住民投票の結果を尊重する

ものとする。 

 

第 7 章 協働のまちづくり 
（市民活動の推進） 

第 29 条 市民は、自らの意思に基づき、市民活

動に取り組むものとする。 

2 議会及び市長等は、市民活動の自主性を尊重す

るとともに、必要に応じ支援を行うものとする。

（協働の推進） 

第 30 条 市民は、まちづくりの主体として、互

いの市民活動を尊重し、共にまちづくりを進め

るものとする。 

2 議会及び市長等は、協働のまちづくりを進める

ための環境づくりに努めるものとする。 
 

第 8 章 情報の共有 
（情報の公開及び提供） 

第 31 条 議会及び市長等は、保有する情報を積

極的に公開するものとする。 

2 議会及び市長等は、市政に関する必要な情報を

作成し、市民に提供するよう努めるものとする。

（説明責任） 

第 32 条 議会及び市長等は、市政に関する事項

を市民に分かりやすく説明するものとする。 

（個人情報の保護） 

第 33 条 議会及び市長等は、個人の権利利益を

保護するため、保有する個人情報を適切に取り

扱うものとする。 

 

第 9 章 自治区 
（自治区の設置） 

第 34 条 議会及び市長は、個性豊かで活力ある

地域社会の実現に向けて、本市の区域を分けて

定める区域ごとに自治区を設置し、振興を図る

ものとする。 

 2 市長は、自治区に総合支所、自治区長及びまち

づくり協議会を置くものとする。 

（自治区の連携） 

第 35 条 議会及び市長等は、自治区間の連携を

深め、北見市全体の均衡ある発展を目指すもの

とする。 

 

第 10 章 危機管理 
（災害等への対応） 

第 36 条 市長等は、市民の生命、身体若しくは

財産に重大な被害が生じ、又は生じるおそれが

ある事態に対し、迅速かつ的確に対応できる体

制を整備するものとする。 

2 市長等は、市民の防災意識の向上を図るととも

に、災害等の発生に備え、市民及び関係機関と

の連携、協力関係を築くものとする。 

3 市民は、日頃より災害等に対する備えに努める

ものとする。 

4 市民は、災害等の発生時において、自らの安全

確保を図るとともに、果たすべき役割を認識し、

相互に協力しながら対応するよう努めるものと

する。 

 

第 11 章 国、北海道及び他の 

自治体との関係等 

（国、北海道その他の自治体との連携等） 

第 37 条 議会及び市長等は、共通する課題又は

広域的な課題の解決に向けて、国、北海道その

他の自治体と相互に連携、協力する関係を築く

ものとする。 

2 議会及び市長等は、まちづくりの課題につい

て、必要に応じ、国及び北海道等に対し、関係

する制度の整備等の提案を行うものとする。 

（国際交流等） 

第 38 条 市民、議会及び市長等は、国内外の人々

及び団体との多様な分野における交流を推進

し、まちづくりに生かすものとする。 

 

第 12 章 条例の改正等 
（条例の実効性の確保） 

第 39 条 市長等は、まちづくりに関する施策又

は制度がこの条例の趣旨に沿って運用されてい

るかを評価し、必要な見直しを行うための仕組

みを整備しなければならない。 

2 市長等は、前項の規定による評価、見直しに当

たっては、市民の意見が適切に反映されるよう

努めるものとする。 

（条例の見直し） 

第 40 条 議会及び市長は、社会経済情勢に変化

があった場合など、この条例を見直す必要があ

ると認めるときは、速やかに措置を講じるもの

とする。 

2 市長は、前項の措置を講じるに当たっては、市

民の意見を適切に反映させるものとする。 

 

 

  ７ 



 北見市まちづくり基本条例 
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条例を制定すると何が変わるの？ 

条例の制定によって、すぐに市民生活に何らかの影響があるということはありませんが、

これからのまちづくりの基本理念や基本ルールを明らかにすることで、市民・議会・市長

等が同じ目的に向かって共にまちづくりに取り組むことができます。 

また、市政運営の基本ルールや各種制度が明確になり、より透明性の高い市政運営が

実現します。 

『まちづくり基本条例』について、もっと詳しく知りたい・・・ 

この条例は、北見市の今後のまちづくりを進めるためのルールブックです。したがって、

まちづくりの主役である市民のみなさんが内容を知り、活用していくことが大切です。 

条例制定までの取り組みや条例の解説など、詳しい情報は、北見市のホームページに

アクセスするか下記にお問合せください。 

【お問合せ先】 

北見市 企画財政部 企画課 
〒090-8501 北見市北 5 条東 2 丁目 

TEL：0157-25-1103 FAX：0157-24-1101 

E-mail：kikaku@city.kitami.lg.jp 

ホームページ：http://www.city.kitami.lg.jp 

この条例で規定している各種制度の具体的な内容は？ 

この条例は、北見市のまちづくりの基本的な事項を規定するもので、この条例の主旨に

則って関連する条例や制度が整備されます。既に施行している条例や制度（情報公開条例、

行政手続条例など）もありますが、住民投票、パブリックコメントなど、今後、必要な

制度の整備についても順次取り組んでいきます。 


